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Ⅲ－１  施工計画 
Ⅲ－１－１施工計画書 
       工事着手前に工事請負契約書及び設計図書に基づき、工事目的物を完成するために必要な手順

や工法等についての施工計画書が監督員に提出される。施工計画書は「林業土木工事仕様書」に

示されている内容によるが、特に工程計画、主要材料、施工方法、施工管理計画について内容を

確認する必要がある。各事項を確認し、必要に応じて追加資料（カタログ等を含む）の提出や再

協議事項を請負者に通知する。 
       また、監督員は使用材料について承諾したものを使用するように指示しなければならない。 
 

表Ⅲ－１  施工計画書の要チェック事項 
項 目 チ ェ ッ ク 事 項 詳細チェック項目

施工期間の適否

作業日程・工程の適否 作業工程の矛盾点

細骨材・粗骨材、セメントの規格 骨材の粒度等、品質管理基準の適否

補助材の確認 金網、アンカー、スペーサ、水抜き等の種類の適否

示方配合、現場配合の確認 骨材の比重の違いによる水セメント比（Ｗ／Ｃ）…配合計画の補正

設計機械との適否
施工手順の適否（上部→下部吹付）

管理技術者の確認 管理体制と技術者の矛盾点

外注工事の有無と元請負者の 下請け通知の有無
管理体制 現場代理人の管理体制

管理計画

施工機械、施工手順の確認

工程計画

主要材料

施工方法

 

 参 考 １０  
○ Ｗ／Ｃの承認 

監督員は、現場配合における水セメント比（Ｗ／Ｃ）が示方配合の範囲（４５～５５％）にあるか確

認しなくてはならない。 
【例  使用する材料の比重が、セメント３．１５、砂２．５９、砂利２．６５である場合】 
Ⅰ－３－６（１）②に記載の式(P7)から、水セメント比を求める。 
 セメント量＝１０００×１／（１／３．１５＋４／２．５９＋１／２．６５＋Ｗ／Ｃ）＝３６０ｋｇ 
Ｗ／Ｃ ＝１０００×１／３６０－（１／３．１５＋４／２．５９＋１／２．６５）＝０．５３８ … ５４％ 

     

現場練り配合（１ｍ３当り）
セ メ ン ト 砂 砂 利 水 計

３６０×４ ３６０×１ ３６０×０．５４
３６０ｋｇ ＝１，４４０ｋｇ ＝　　３６０ｋｇ ＝１９４．４ｋｇ

３６０／３．１５ １４４０／２．５９ ３６０／２．６５

＝０．１１３９ｍ
３
＝０．５５６０ｍ

３
＝０．１３５８ｍ

３
０．１９４４ｍ

３
１．０００１ｍ

３

※森林整備必携による標準配合
セ メ ン ト 砂 砂 利

３６０ｋｇ １．０７ｍ
３

０．２５ｍ
３

現場練り配合（１バッチ（セメント２５ｋｇ）当り）
セ メ ン ト 砂 砂 利 水 計

配合 ２５ｋｇ １００ｋｇ ２５ｋｇ １３．５ｋｇ

容積 　０．００７９ｍ
３
　０．０３８６ｍ

３
０．００９４ｍ

３
０．０１３５ｍ

３
０．０６９４ｍ

３

表面水による水量の補正を行う（施工計画書添付「表面水率による補正配合表」参照）
○イメージ…表面水率が３．０％の場合、砂は１００×１．０３＝１０３ｋｇ必要

　水は、１３．５－（１０３－１００）＝１０．５ｋｇ必要
現場練り配合（１バッチ当り、表面水補正後）

セ メ ン ト 砂 砂 利 水 計

配合 ２５ｋｇ １０３ｋｇ ２５ｋｇ １０．５ｋｇ

容積 　０．００７９ｍ
３
　０．０３９８ｍ

３
０．００９４ｍ

３
０．０１０５ｍ

３
０．０６７６ｍ

３

配合

容積
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Ⅲ－１－２施工検査（段階確認） 
       監督員は、モルタル・コンクリート吹付工の施工段階において検査（段階確認）を行う。 
       監督員の現場立会い検査は、モルタル・コンクリート吹付工の主要な工事段階の区切り目にあ

たる法面清掃後、金網設置後及び吹付材試験練等に行う必要がある。また、材料検収等は現場確

認若しくは机上確認とし、机上の場合は請負人から提出された資料（書類・写真等）により確認

を行う。 
表Ⅲ－２  主要施工検査（段階確認）項目 

項 目 確認事項
材　　　料 材料確認 金網、アンカー、スペーサ、水抜きの径、長さ、品質

図面と照合し、面積を確認
浮石の除去
凹凸
ラウンディング
法面の打ち固め状況
法面の余切り
湧水
金網が吹付厚の中位にあるか(スペーサが十分役割を果たしているか)

施工範囲 金網が固定されているか
か ら の 金網の巻き込み、重ね合せ
抽　　　出 水抜きの本数と勾配

アンカーが指示した箇所に設置してあるか
骨材、セメントの材料確認

吹付材の 細骨材の表面水
品　　　質 配合状況

配合材の状況

配合試験練

詳 細 内 容

法面清掃後 仕上がり

金網設置後

＊その他、監督員が必要と認めた事項 
 
 
Ⅲ－１－３監督記録 
       監督員は施工段階においての検査（段階確認）を行った場合は、検査（確認）記録を作成しな

くてはならない。 
       さらに、検査（確認）時のみならず、工事に関わる事項に関して連絡、協議、指示等を行った

場合には、監督記録簿（日誌）に記入する必要がある。 
……………………【監督日誌 （例）】…………………… 

監 督 年 月 日 平 成 　 　年 　 　月 　 　日 監 督 員
場 所 （現 場 名 ） ○ ○ 町 （◇ ◇ 線 ） ○ 　○ 　 　 　□ 　□ 　 　 　 　 　
監 督 の 内 容 コ ン ク リー ト吹 付 配 合 確 認
記 事
　 　 　 ・確 認 者 ○ ○ 課 　 　△ △ 係 長
　 　 　 ・立 会 者 ○ ○ 地 方 事 務 所 　 　△ △ 技 師
　 　 　 ・施 工 者 ○ ○ 建 設 　 　△ △ 現 場 代 理 人 他 ５名
　 　 　 ・作 業 状 況 コ ン ク リー ト吹 付 　 　 ２日 目
　 　 　 ・現 場 状 況 午 前 １ ０時 現 在 　 　天 候 ：晴 れ 　 　気 温 ：１ ８℃ 　 　風 ：南 南 西 微 風

　 １ 　確 認 内 容
　 　 （１ ）コ ン ク リー トの 配 合 （承 認 Ｗ ／ Ｃ＝ ５ ２ ． ０％ ）

表 面 水 測 定 （チ ャ ッ プ マ ン フ ラ ス コ ）２回 確 認 写 真 － １
ミキ サ ー 確 認 写 真 － ２
・結 果 … 表 面 水 ２ ． ８％
１バ ッチ 当 た りの 配 合 　 　 Ｃ ：Ｓ ：Ｇ ＝ ５ ０ ． ０ ｋ ｇ ： ２ ０ ６ ． ０ ｋ ｇ ： ５ ０ ． ０ ｋ ｇ 、水 ＝ ２ ０ ． １ リ ッ トル
　 　Ｗ ／ Ｃ＝ ５ ２ ． ０％ 　… 　Ｏ Ｋ

　 　 （ ２ ）フ ロ ー 試 験 写 真 － ３
・結 果 ：フ ロ ー 値 １回 目 １ １ ． ０ ｃｍ 、 ２回 目 １ １ ． ２ ｃｍ 、 ３回 目 １ ０ ． ８ ｃｍ
　 　 　 　平 均 値 ＝ １ １ ． ０ ｃｍ 　… 　 Ｏ Ｋ

　 ２ 　指 示 等
　 　 （１ ）本 日 の 配 合 確 認 に お い て は 、問 題 は な い 。今 後 も配 合 に 注 意 し 、林 業 土 木 仕 様 書 と施 工 計 画
　 　 　 　書 の 施 工 手 順 に 沿 っ て 工 事 を 進 め る よ う指 示 し た 。
　 　 （ ２ ）南 南 西 の 風 が 多 少 あ る が 、午 後 に な り気 温 上 昇 と と も に 風 が 強 くな っ た 場 合 は 吹 付 面 の 乾 燥 度
　 　 　 　合 を 確 認 し 、問 題 とな る 場 合 は 吹 付 作 業 を 中 止 す る よ う指 示 し た 。
　 　 （ ３ ）ロ ー プ 足 場 、安 全 帯 の チ ェ ッ ク を 必 ず 行 うよ う指 示 し た 。

（以 上 　別 添 指 示 票 の とお り ）

㊞ 

－16－ 



Ⅲ章 監  督 

 

               

                        

 参 考 １１  
○ 施工者管理と確認 

監督員は、施工者管理における配合計測（表面水測定等）や強度試験（供試体作成）に立会う必要が

ある。 
配合は吹付工の品質を左右する重要な管理項目であるため、監督員は時々立会うことが必要である。 

強度試験に用いる供試体の作成にも立会う必要があり、現場吹付材と同一材を用いて行っているかを確

認する必要がある。 
 

○ 電話での連絡は監督記録？ 
監督記録（日誌）の書き方は監督員によって様々。でも、必須記入事項はある。監督日、監督目的、

現場作業状況、作業員数、監督の内容（指示事項、協議内容）は当然記載すべき事項。 
さて、電話での連絡や協議は監督記録に記載すべきかどうか？ 当然、監督員は気象条件により現場作

業の危険性があるときは請負人に連絡をとる。工事の進捗状況の確認を電話で行うこともある。これら

は、れっきとした監督業務である。 
電話や FAX 等での連絡、協議も内容を整理して監督記録（日誌）に綴るべきである。 

写真 ３ 
 フロー試験 

写真 ２ 
 ミキサー確認 

写真 １ 
 表面水測定状況 
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